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　新春を臨み､ 狭山台１丁目自治会では､ 餅つきが行われました｡
地域清掃後の恒例行事で､ 参加者に豚汁がふるまわれ､ 冬晴れの暖
かな日差しの中で､ 子どもたちも地域の方々と一緒に､ 小さな杵を
振り上げて一生懸命にお餅をついていました｡ 昨年を表す漢字に
｢絆｣という文字が選ばれましたが､ こうした地域での交流､ 普段か
らのご近所同士､ 顔の見える関係づくりが今､再認識されています｡

表紙の写真「狭山台１丁目自治会の餅つき」委 員 長
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昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
や
福
島

第
一
原
発
の
事
故
な
ど
暗
い
話
題
ば

か
り
で
し
た
。し
か
し
、昨
年
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
る「
絆
」に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、人
々
の
繋
が
り
・
思

い
や
り
を
改
め
て
感
じ
る
一
年
で
し

た
。そ
し
て
狭
山
市
で
も
震
災
や
タ

イ
の
洪
水
の
影
響
に
伴
う
経
済
的
な

影
響
が
大
き
い
年
で
し
た
。

　

さ
て
、今
年
は
本
格
的
な
復
興
に

向
け
た
年
と
な
り
ま
す
。皆
さ
ま
と

一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し
て
い
く

と
同
時
に
、市
民
の
皆
さ
ま
と
新
し

い
狭
山
・
元
気
な
狭
山
を
創
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

２月23日(木) 開会､施政方針､議案説明
 　24日(金) 議案説明
 　28日(火) 議案質疑(施政方針への質問を含む)
 　29日(水) 議案質疑
３月１日(木)~５日(月) 一般質問
 　６日(火)~８日(木) 常任委員会
 　16日(金) 委員長報告､採決･閉会

土・日曜日を除く。日程は変更になる場合があります。
議会事務局へ　☎ 2953 － 1111　内線 3311 ～ 3313  

■狭山茶の安全性を市民にPR
全議員が市内の３駅で広報活動

　市議会では､ 11月17日に全議員
22名が､皆さんに狭山茶の安全
性をお知らせするとともに､
一日も早く狭山茶ブランドの
信頼を回復させ､ ｢お茶香るまち　
さやま｣のイメージアップを図る
ため､市内の３駅でＰＲ活動を行いました｡

の言葉どおりに｢味の狭山茶｣としてたたえられて
いる､コクと甘みのある味わいの狭山茶は､茶どこ
ろとしての｢狭山｣の名を全国に広めていますが､３
月に発生した東日本大震災に伴う福島第一原子力
発電所の事故により､大量に放出された放射性物質
の影響で甚大な被害を受けました｡
　生葉への直接被害はもとより､その風評被害は､
当初の予想をはるかに超え､生産農家･茶業者･消費
者に大きな不安を与えただけではなく､狭山茶ブラ
ンドを大きく傷つけました｡
　狭山市にとっては､特産物の狭山茶が傷つくこと
は､ ｢狭山｣の名前を冠した狭山市が傷つくことでも
あり､あらゆる方面に影響がでてきています｡狭山
市は､地盤が比較的良好なことから災害に強いまち
ですが､ 放射性物質のような“目に見えない恐怖”
から市民を守ることはもとより､狭山市のイメージ
アップと狭山茶の
ＰＲを図り、安全
で安心して暮らせ
るまち『狭山』に
するため、市議会
が一丸となって取
り組んでいきます｡

　12月11日､東日本大震
災で狭山市に避難してい
る方々を迎え､｢まごころ昼
食会｣が開かれました。
　この日は本田技研工業
のご協力により､堀兼中学

３３月定例会の予定月定例会の予定

 「ＡＳＩＭＯ先生の授業を受けたよ!!」
まごころ昼食会で楽しいひととき

校の体育館でASIMOを先生に迎えて｢特別授業｣が行
われ､多くの子どもと保護者が楽しいひとときを過ごし
ました｡ASIMOの一挙手一投足に驚きながらも、クイズ
に正解した時の子どもたちの笑顔がとても印象的でし
た｡復興にはまだ時間がかかると思いますが､みんな
で力を合わせて頑張っていきましょう｡

入曽駅、狭山市駅、新狭
山駅の利用者に、検査
済のお茶を配り、安全性
をＰＲしました。
（写真は狭山市駅東口）

市 議 会 の 活 動


